
茨城県工業技術センター研究報告 第 45 号 

*技術基盤部門 **株式会社ニシテック ***株式会社イマジオム 

複雑な色味を短時間で判別する高精度色柄判別装置の開発 

  若生 進一* 平間 毅* 河原 航* 西川 智潮** 高木 太郎***  

１. はじめに 

建材メーカーなどの生産ラインでは，人間の眼によ

る材料の選定及びラインへの投入を行っている。しか

し，材料の特徴(色，木目，肌触り，臭いなど)は複雑

であり人間の眼で判別することが困難であった。そこ

で，株式会社ニシテックでは色合いや柄などの画像処

理をもとに，建材の種類を自動判別する装置を開発し

たが，これまで公正な評価がなされていなかった。 

 

２．目的 

株式会社ニシテックから提供していただいた建材サ

ンプルについて，株式会社ニシテックと共同研究を行

った株式会社イマジオムから提供していただいた 5つ

のアルゴリズムを用いて判別可否のデータを取得する。

また，取得したデータをもとに，アルゴリズムの性能

について評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 色柄判別装置 

 

３．研究内容 

3.1 評価方法 

 事前に提供していただいたサンプルは 16 カテゴリ

に分けられ 1 カテゴリにつき No.1～No.12 のサンプル

(計 192 枚)を使用して評価を行った。まず，すべての

カテゴリのサンプル No.1～No.6 を用いて画像を撮影

し教示を行う。教示の結果は参照データファイル

References.txt に書き込まれる。この References.txt をロ

ードし，サンプル No.7～No.12 を検査用に使用した。 

 判定結果には教示データと比較した検査結果(サン

プルのカテゴリ名とその判定確度（%）)が表示される。

その判定結果をもとに判別可否を確率で評価した。ま

た，PC に保存される判定ログファイルを読み込めば

すべてのカテゴリと比較した詳細な判定確度を見るこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 データフロー 

 

3.2 アルゴリズムの概要 

当センターでは，株式会社イマジオムより提供して

いただいた以下の 5つのアルゴリズムを用いて評価試

験を行った。 

 撮影した画像を 100%×100%として直交座標系に

したものを基準に考察する。 

 

3.2.1 アルゴリズム1 

図 3 の矩形領域 1，2 が撮影した画像の中での興

味領域※1の位置である。この領域内の HSV 値※2の

平均値を特徴量としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図3 アルゴリズム1の矩形領域 
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3.2.2 アルゴリズム2 

アルゴリズム 1 の興味領域を１つにまとめ，面積を

大きくしたアルゴリズムである。X，Y の範囲をそれ

ぞれ 10～90％に変更し，矩形領域の面積はアルゴリズ

ム 1 の各矩形領域と比較して 16 倍になっている。アル

ゴリズム1と同様に領域内のHSV値を特徴量としてい

る。 

 

3.2.3 アルゴリズム3 

矩形領域はアルゴリズム 2 と同様の領域になってい

る。その矩形領域に属するすべてのピクセルについて，

そのピクセルを中心とする円形の興味領域（図 4）を

定義している。 

矩形領域の各ピクセルに円形領域を適用する。 

図4のすべてのピクセルを調べてRGB※3それぞれの値

の最小値と最大値を求める。それらを使用して合成し

た色からHSV値を求め，これをピクセルの特徴量とし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.4 アルゴリズム4 

アルゴリズム4はアルゴリズム3の円形領域の半径Rを

20ピクセルに変更したものである。特徴量の取得方法

はアルゴリズム3と同様である。 

 

3.2.5 アルゴリズム5 

 図5の矩形領域に所属するすべてのピクセル(C)につ

いて，X軸に沿って5ピクセル離れた二つのピクセル(D，

E)とY軸に沿って5ピクセル離れた二つのピクセル(F，

G)，合計4ピクセルのHSV値を調べる。それによってD

とEからX軸に沿ったHSV値の変化率，FとGからY軸に

沿ったHSV値の変化率がわかる。それぞれを2乗して和

をとると，変化率が最大となる方向に沿った傾斜が得

られる。これをピクセル(C)の特徴量としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究結果と考察 

今回の評価試験では，主に領域の平均的な HSV 値

を特徴量として判別を行った。各アルゴリズムで誤判

定の結果が生じたカテゴリの数は 3～6種類であった。

特に，アルゴリズム 3 と 5では誤判定の結果が生じた

カテゴリを除いては 16 カテゴリ中 13カテゴリの判別

に成功した。RGB や HSV 値の変化率を特徴量に組み

込むことで判別精度の向上がなされたと考えられる。 

 

５．まとめ 

(1) 主に領域の平均的なHSV値を特徴量とする現状の

方法では，特定のカテゴリで誤判定を起こした。 

(2) 誤判定を起こしたサンプルは視覚的に類似してい

るものが多い。そこで木目や斑点，線などの特徴量

をアルゴリズムに組み込めば解決できる可能性が

ある。 

 

６．今後の課題  

 領域の平均的なHSV値だけでなく局所的な特徴を表

す他の特徴量(木目，斑点，線など)をアルゴリズムに

組み込むことで判別精度の向上が期待できる。 

また，試験装置の重量が約30kgであり今後軽量化さ

れることが期待される。 

 

 

※1 興味領域：撮影した画像から特徴量を取得するた 

めの領域 

※2 HSV 値：色相(Hue)-彩度(Saturation)-明度(Value)。 

色をコンピュータ上で数値的に表現する 

ためのカラーモデル 

※3 RGB：色の表現法の一種で，赤(Red)，緑(Green)， 

青(Blue)の三つの原色を混ぜて幅広い色を 

表現する加法混合の一種 

図5 アルゴリズム5の矩形領域 

図4 アルゴリズム3の矩形領域と円形領域 

矩形領域の各ピ

クセルに円形領

域を適用する。 


